
安心・安全な学校生活を

全
国
の
自
治
体
に
は
、
倒

壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
放
置

空
き
家
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て
、

条
例
を
制
定
し
、
推
進
し
て
い
る

事
例
が
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

放
置
空
き
家
の
解
消
に
向
け
た
条

例
を
制
定
し
、
対
応
す
べ
き
で
は

な
い
か
。現

在
、
老
朽
化
が
著
し
く
、

放
置
し
て
お
く
と
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る

建
物
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
対

し
て
電
話
連
絡
や
文
書
に
よ
る
指

導
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

把
握
し
て
い
る
老
朽
家
屋
の
約
20

パ
ー
セ
ン
ト
が
解
体
な
ど
に
よ
り

解
消
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
条
例

制
定
の
取
組
と
し
て
、
平
成
25
年

８
月
か
ら
県
内
各
市
町
と
の
連
携

の
下
、
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
、

先
進
地
の
取
組
事
例
な
ど
情
報
の

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
で
は
、
全
国

的
な
放
置
空
き
家
の
増
加
を
受
け
、

行
政
代
執
行
を
含
め
た
空
き
家
対

策
特
別
措
置
法
案
を
国
会
に
提
出

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
動
向
も
注

視
し
、
法
案
の
内
容
を
検
証
し
な

が
ら
、
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
た
い
。

学
校
の
安
全
管
理
上
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

ま
た
、
不
審
者
へ
の
対
策
は
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
は
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
効
果
は
高
い
と
考
え
る
が
、

一
方
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
表
現
の

自
由
が
脅
か
さ
れ
る
な
ど
の
問
題

も
あ
る
。　

　

現
在
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校

へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
計
画

は
な
い
が
、
今
後
、
他
の
自
治
体

の
動
き
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

学
校
や
保
護
者
な
ど
か
ら
意
見
を

聴
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

不
審
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
不

審
者
対
応
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
教
職
員
の
共
通
理

解
の
下
、
児
童
・
生
徒
が
安
心
・

安
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
役

立
て
て
い
る
。
ま
た
、
警
察
と
連

携
し
、
不
審
者
対
応
避
難
訓
練
を

実
施
し
、
避
難
方
法
や
避
難
経
路

の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
事
務
報
告
書

に
よ
る
と
、
ご
み
の
収
集

量
と
そ
れ
に
係
る
市
民
の
負
担
額

は
微
増
傾
向
に
あ
る
が
、
ご
み
減

量
化
の
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る

ご
み
の
戸
別
収
集
や
、
今
後
更
な

る
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

平
成
17
年
度
に
策
定
さ
れ

た
循
環
型
社
会
形
成
推
進

地
域
計
画
の
検
証
を
行
っ
た
結
果
、

１
日
１
人
当
た
り
649
グ
ラ
ム
の
ご

み
排
出
目
標
値
に
対
し
、
748
グ
ラ

ム
と
い
う
実
績
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ご
み
の
資
源
化
に
つ
い
て
は
、
目

標
値
９
千
594
ト
ン
を
大
幅
に
下
回

る
５
千
534
ト
ン
で
あ
っ
た
。　

　

高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
ご
み
の

戸
別
収
集
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト

な
ど
の
問
題
に
よ
り
対
応
が
難
し

く
、
近
隣
住
民
な
ど
に
よ
る
地
域

の
助
け
合
い
を
お
願
い
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
が
、
今
後
、
関
係
部

署
と
対
応
方
法
を
考
え
て
い
き
た

い
。

　

本
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
に

向
け
て
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

や
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
に
対
す

る
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
ご
み
の
減
量
化
を
更
に
推
進

す
る
た
め
、
道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
紙
ご
み
の
分

別
の
徹
底
や
、
布
の
分
別
収
集
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

法
務
省
は
、
女
子
刑
務
所

の
過
剰
収
容
状
態
を
背
景

に
、
西
条
刑
務
支
所
へ
女
子
受
刑

者
を
収
容
す
る
計
画
と
し
て
い
る

が
、
市
は
、
ど
の
辺
り
ま
で
内
容

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

今
回
の
計
画
は
、
平
成
26

年
２
月
17
日
に
、
法
務
省

高
松
矯
正
管
区
及
び
西
条
刑
務
支

所
か
ら
、
女
子
刑
事
施
設
の
過
剰

収
容
対
策
と
し
て
、
西
条
刑
務
支

所
に
女
子
受
刑
者
を
収
容
す
る
計

画
と
し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け

た
。

　

計
画
の
内
容
は
、
定
員
は
123
名

で
、
既
決
（
受
刑
者
）
の
女
子
及

び
犯
罪
傾
向
の
進
ん
で
い
な
い
男

子
、
未
決
（
刑
事
裁
判
中
）
の
男

子
と
女
子
を
収
容
し
、
職
員
数
は

現
在
の
13
名
か
ら
最
大
37
名
に
増

員
す
る
予
定
で
あ
る
。
女
子
受
刑

者
の
収
容
は
、
施
設
の
整
備
を
行

っ
た
後
、
平
成
26
年
度
中
に
開
始

す
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
時
期
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

住
民
説
明
会
は
、
地
域
の
役
員

会
や
単
位
自
治
会
ご
と
に
開
催
し

て
お
り
、
今
後
も
日
程
調
整
が
整

い
次
第
、
順
次
、
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
法
務
省
は
、
地
域
と
の

連
携
は
重
要
事
項
と
認
識
し
て
お

り
、
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

今
後
も
女
子
受
刑
者
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
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条
例
の
制
定
に
よ
り

 
放
置
空
き
家
の
解
消
を
！

ど
う
守
る
？

　

 

子
ど
も
の
安
心
・
安
全

ご
み
の
減
量
化
に

　
　
　

 

向
け
た
取
組
は
？

西
条
刑
務
支
所
女
子
受
刑
者

　
　

収
容
計
画
の
内
容
は
？

答

答

答

答


